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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性:ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能:アポトーシスの正の調節因子として機能します。,PTM:自己リン酸化されます。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CAMK Ser/Thr タンパク質キナーゼファミリー。DAP キナーゼサブファミリー。,類似性:1 つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,サブユニット:CHP と相互作用して、CHP をゴルジ体から核に移行させます。,組織特異性:胎盤、肺、膵臓で高発現しています。心臓、脳、肝臓、骨格筋、腎臓に低濃度で存在する。,触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：アポトーシスの正の調節因子として機能する。,PTM：自己リン酸化される。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。CAMK Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。DAPキナーゼサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,サブユニット：CHPと相互作用し、CHPをゴルジ体から核へ移行させる。,組織特異性：胎盤、肺、膵臓で高発現する。心臓、脳、肝臓、骨格筋、腎臓に低濃度で存在する。,
	研究分野
	-
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	STK17B抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはSTK17Bペプチドでブロッキングされている。
	

	STK17B抗体を用いたパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学染色。右レーンはSTK17Bペプチドでブロッキングされている。
	

	DRAK2 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。
	

	DRAK2 ポリクローナル抗体を使用した脳細胞のウエスタンブロット分析。

